
（ ）
（ ）

○
委託・指定管理（公募・競争）
委託・指定管理（非公募・随意）

負担金・補助金・交付金
直接実施（契約・交付事務を除く）

※委託内容及び
委託先の存在

伊賀市シルバー人材センターに管理業務を
委託

２．利用者が減少するなど市民のニーズが低下、
あるいは市民ニーズに比較してサービスの供給
が過剰となっている事務事業

- 9610

01 01
経常的事務事業

会計 款 項 目

昨年度
記載した
改善策

現時点における課題
及び

課題に対する改善策

左記
改善策
への

取組状況

対象
件数

会計区分
コード

臨時・嘱託・
再雇用職員

理由

伊賀上野駅駐車場について、有人管理時間を利用者が少なく
なる１７時以降を切り上げ２時間短縮することで、シルバー人
材センターへの管理委託料を削減し、収益率の改善を図る。 平成２４年９月議会にて伊賀市駐車場条例を改正し、伊賀上野駅駐車場の供用時間

を２時間短縮したことで、管理委託料を約２５万円削減することができた。

民間駐車場の増加や中心市街地への来街者の減少等により、単年度の収支が赤字の駐車場がある。
単年度の収支について、損益計上が続く駐車場については民間への貸付、または他用途への転用等を検討する。

【状況】
【詳細】

駐車１区画当りの利用率
実績 77.9 実績 71.6

平成 18 年度 ～

H25見込

事業名

藤岡　淳次
駐車場事業全体では収益を計上しているが、個別では損失を計上している駐車場があることから、全駐車場で
も収益を計上できるよう、PFI的手法で設備投資から経営を民間に任せるなど、運営手法を改善する必要があ
る。

協働の状況など

概
要

実施方法
（該当するもの全て）

計画のとおり進んでいる。

　　※



地方債

事業概要

根拠法令・要綱等

平成 年度

成果（どうする）

78.0

（委託料、使用料及び賃借料減額の原因）
　H24～市庁舎及び白鳳門駐車場を庁舎付帯
駐車場と位置づけ、運営に係る経費を庁舎維
持管理経費より支出したこと、また、H24.10.15
をもって東大手門駐車場を廃止したため。

75.0 75.0

項目

0812

年度　継続事務事業評価シート

駐車場事業費
07 01

コード 名称
事業類型 Ⅳ

伊賀市 平成 25

517基
本
情
報

コード

細目
01

連絡先（記入者）
山出　荘紀企画財政部管財課
22

細々目

所属

H24
１．施設の経常経費の管理
２．施設の指定管理者との施設管理の調整
３．施設の営繕
※管理駐車場…上野公園駐車場、だんじり会館駐車場、城北駐車場、伊賀上野駅駐車場、佐那具駅駐車場　（市庁舎駐車場、白鳳門駐車場を除く）

実
施
内
容

基本施策 66 文化・スポーツ施設などの公共施設を利用しやすくする 040600

対象（誰を、何を） 市民、観光客
単位 H23実績 H24実績 H26目標値

車両交通の円滑化、ＪＲ駅利用者の利便性向上及び観光振興による地域活性化を図る

分掌事務番号無

名称

補助金支出 10

活動指標 駐車場利用台数 台
目標 100,000.0 目標

目標値
説明

H23 H24 H25 H26
単位

実績値

96,000.0
76,500.0 76,500.0

H24～市庁舎及び白鳳門駐車場を
庁舎付帯駐車場としたため大幅減実績 96,351.0 実績 76,475.0

成果指標
駐車場利用率
（駐車台数÷収容可能台数）

％
目標 78.0 目標

H29計画額

［収入］

使用料・手数料 44,394 35,234 34,106 34,000 34,000 34,000 34,000

項目
H23決算額 H24決算額 H25当初額 H26計画額 H27計画額 H28計画額

県費 補助率

駐車場使用料
国費 補助率

その他 100 1,121 100 100 100 100 100 繰越金
34,206 34,100 34,100 34,100 34,100

［支出］

事
業
費

需用費 1,119 796 687

工事請負費 1,422 0 1,000

委託料 19,276 15,912 15,447

繰出金 19,302

680 680 680
役務費 15 15 13 13 13 13 13

680

15,447 15,447 15,447
使用料及び賃借料 1,361 0 0 0 0 0 0

15,447

16,000 16,000 16,000

1,000 1,000 1,000 1,000
公課費 947 1,106 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500

16,671 16,085 16,000

0.5 人 0.5 人
正規職員

人
2,841

43,442 34,732 34,640 34,640 34,640 34,640
その他事務経費

指
標

関与の妥当性

※事業を行うにあたって非効率な点
　　（実施主体、システム等）

(概ね)
順調

市街地における路上駐車の増加、観光施設の入込
客の減少が懸念される。

特記事項記入欄（特定財源の名称等）
コスト（千円）　※基金の充当はしないでください。

特記事項記入欄（積算基礎等）

特記事項記入欄（有資格者の状況等）

37,529 37,529 特記事項記入欄（歳入確保の取組等）

必要性 ８．受益の範囲が不特定多数の市民に及び、サービス対価の徴収ができない事業

達成度 ※未達成事項記入欄有効性 ※廃止したときの影響 効率性

3,429 3,429

34,500

地方自治法２４４条の２、伊賀市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関
する条例、伊賀市駐車場条例

事業期間

37,529
2,889 2,889 2,889 2,889 2,889

合計（D＝（B＋C）） 46,283 37,389 37,621 37,529
2,841 2,889

0.5

人人

小計（B）

2,889 2,889

　市街地における長時間の駐車需要に応じ、もって道路の効用の保持と円滑な道路交通の確保を図り、本市
の都市公園の効用を全うすること、及び鉄道乗降客の利便性向上のため、駐車場法（昭和32年法律第106号）
並びに都市公園法（昭和31年法律第79号）に基づく駐車場を設置する。

審議会・委員会等

2,889 2,889
0.5 人 0.5 人 0.5 人

人

※支出“有”の場合要綱を記入

3,415 3,429 3,429

［収支］

2,889 2,889
人人 人人

0.5人

コ
ス
ト

事
後
評
価

今後の方向性

方向性

手法改善

担当課長氏名

（うち繰越金）
一般財源充当額（D－A） 1,789 1,034

人
件
費

小計（C）

人数
人件費

人数
人件費

合計（A） 44,494 36,355

管理員を常駐させることにより、不法投棄を抑制する
コストに表れない副次的な効果もある。

―
※前年度比 ― △ 756

対象者あたり一般財源充当額 ― ―
2,381 14 0 0 0


